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算 数 科 学 習 指 導 案

平成１４年 ９月 ２７日（金）

名護市立大宮小学校５年３組

男子 名 女子 名 計 名18 19 37

１ 単元名 小数のかけ算とわり算を考えよう

２ 単元目標

( ) 指導目標1
乗数が小数の場合の乗法や、除数が小数の場合の除法の意味とその計算のしか たについて

理解し、それを用いる能力を伸ばす。また、計算法則は小数の場合 でも成り立つことを理

解する。

( ) 観点別目標2
【関心・意欲・態度】○乗数や除数が小数の場合でも、既習の整数の計算の数量関係などをも

とにして、乗法や除法の式に表そうとする。

【 数学的な考え方 】○整数の乗法，除法と関連づけて、乗数が小数の乗法，除数が小数の除

法の計算のしかたを考える。

【表 現 ・ 処 理】○乗数が小数の乗法，除数が小数の除法の計算をすることができる。

【知 識 ・ 理 解】○乗数が小数の乗法，除数が小数の除法の意味やその計算のしかたを理

解する。

３ 単元について

( ) 教材観1
児童は前学年までに、小数については、小数の意味（小数第１位 ・構成・大小比較、わり）

算については “２・３位数÷２位数の筆算形式による除法、除法について成り立つ性質”に、

ついて学習している。また、５年生の第１単元では、小数の意味を小数第３位まで拡張し、小

数が整数と同じ十進数であることを、第２単元では、小数×整数・小数÷整数の計算のしかた

や小数倍について学習してきた。

本単元では、小数のしくみなどの理解のうえに “小数×小数・小数÷小数の計算のしかた、、

計算法則の小数への拡張、商の概数処理、小数の乗除意味の拡張”を学習する。

まず、第１小単元の小数のかけ算では “小数の乗法の意味の拡張を図り、小数をかける計、

算のしかた”を理解させる。これまでに乗法は、被乗数が小数の場合であっても 「×整数」、

。 、 。 、 、を扱っている その意味では 同数累加でとらえることもできた しかし 乗数が小数の場合

、「 」 。 、 、例えば × を 回加えるととらえることはできない そこで 乗数が小数の場合でも2.7 2.7
乗数が整数の時と同じように法則が適用できるという、乗法の意味の拡張を図ることになる。

「×小数」を適用する「ひとつ分の量×いくつ分＝全体の量」の場面の示し、言葉の式と関連

させながら、立式のしかたを考えるなかで「×整数」と対比させ、そのうえで、乗数が小数の
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場合も整数と同じ構造であることに着目させる。また、純小数をかけると積は被乗数よりも小

さくなることや、面積や体積を求める公式は、辺の長さが小数で表されていても成り立つこと

を理解させると同時に、整数の時に成り立った、交換、結合、分配の法則が小数でも成り立つ

ことを確かめる。

次に、第２小単元の小数のわり算では “小数の除法の意味の拡張を図り、小数でわる計算、

のしかた”を理解させる 「÷小数」を適用する等分除の場面を提示し、第１小単元同様に、。

言葉の式と関連させながら 「÷整数」と同じ構造の問題であることをとらえさせ、立式へと、

導いていく 「÷小数」の計算も、除数と被除数を１０倍１００倍などして 「÷整数」の計算。 、

に帰着して計算させできることに着目させたい。また、純小数でわると商は被除数よりも大き

くなることや、あまりの位取りについても意味の理解を図りながら、ていねいに指導していき

たい。

第３小単元では “小数倍の意味をとらえさせながら、乗除の相互関係”の理解をさせる。、

数量の関係を的確にとらえ、倍を表す量と比較量を知って、基準量を求め、演算決定へと導い

ていく。

( ) 指導観2
本校の教育目標の柱の一つである「自ら学ぶ子」の具現化を図るためには、児童一人一人課

題解決に対する達成感を味わわせることが必要であると考える。そのため「基本的事項を身に

つけさせること」と「問題解決的な学習」を日々の教育活動・授業の基本とし、児童を主体と

した意欲的な学習活動の展開を図りたい。

指導にあたっては、単元を通して、児童一人一人が既習事項を生かしながら、個々の力に応

じて、自力で解決していく過程を大切にしていきたい。小数は整数と同じ十進数であることを

含めた小数の数としての理解や小数点は整数部分と端数部分との区切りの印であり、小数点以

下は単位量に達しないという意味をテープ図や数直線、タイル等をよりどころとして、確実に

。 、 、理解させたい 教材・教具を工夫することや 基礎的・基本的事項を定着させることによって

一人一人が解決の見通しをもって自力解決ができるよう支援していきたい。また、筆算形式の

計算のしかたをより一層深めていくことで、その規則性に着目させ、さらに発展的な学習がで

きるようにしていきたい。その際、小数の乗法・除法を整数化するという計算の性質を積極的

に活用し、分数の乗除へとつなげていきたい。

４ 研究主題との関わり

本校では 「基礎的・基本的事項の確実な定着を図るための個に応じた指導方法の 工夫改、

善～算数科の指導を通して～」を研究主題にかかげて校内研修を進めている。 （１）学年部会と

しての取り組み

① 学年会等で、単元の指導計画について話し合い共通理解している。

② 領域や単元・時と場に応じて、等質グループと習熟度別コース、ティームティーチングの

指導形態をとっている。

③ 算数の授業の進め方の再確認を行う。

つ か む 見 つ け る 出 し 合 う ま と め る
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・問題を読む、書く ・予想する ・発表する ・まとめる

・式を考える ・課題を考える ・練り合う

・課題をつかむ

④ 単元に入る前に学年共通のレディネステストを行い、それに基づいた指導を計画し、実施

している。また、単元終了前に学年共通の「練習テスト」を行い基礎的基本的事項の定着を

図っている。

( ) 指導にあたっては2
〈つかむ段階で〉

① 問題をよく読んで場面を想起することができる。

・ 一人学び」で分かっていることと問いの文に線を引くことができる。「

② 支援により、似た問題を想起したり、既習事項との違いに気づいたりして、みん なで学

習課題をつくることができる。

〈見つける段階で〉

① 今までの学習の中からヒントを得て、予想(答え・解決方法)を立てることができる。

② 半具体物やヒントカードを使って考えた方法で問題を解くことができる。

・１つの方法だけではなく、他の方法でも解くことができる。

。③ ノートの使い方を工夫して自分の考えや解決の方法が分かるようにまとめることができる

〈出し合う段階で〉

① 自分が解決した手順を教師の支援を得ながら発表することができる。

② 教師の支援や児童相互の活動により、自分の考えと他の考えを比較し、質問することがで

きる。

③ 教師の支援により、よりよい考え方、解き方がわかる。

・代表例のよさがわかる。

〈まとめの段階で〉

① 条件を変えて問題を解くことができる。

② 分かったことを自分の言葉でまとめることができる。

③ 感想を書くことができる （自己評価）。

④ 次時の問題を知る。
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５ 教材の関連と発展

４ 年 ５ 年 ６ 年

⑥小数 ①小数と整数のしくみ 分数のかけ算とわり算⑤

⑦わり算の筆算( ) 小数のかけ算と ●分数倍を考えよう2 ②

わり算( )1

本単元：小数のかけ算と

わり算( )2
・小数×小数の意味と計算のしかた

・小数÷小数の意味と計算のしかた

・計算法則の小数への拡張

・商の概数処理

・小数の乗除の意味の拡張

（第一用法、第二用法）

６ 本校の少人数（習熟度別）学習について

( ) 基本方針1
① 各教師の特性を生かし、多様な学習活動を工夫することによって、児童の学習意欲を高め

ながら、児童主体の授業づくりを目指す。

② 学級担任と加配教員は連携して、指導計画、授業形態、教材・教具、評価等について共通

理解し、工夫・改善を図りながら授業を進める。

③ 学級担任と加配教員が指導方法についても共通理解を図り、協力して指導にあたる。

④ 児童の実態把握に努め、実態に応じた学習指導を行う。

( ) 少人数の指導等2
① １クラスをＡ、Ｂの２つのクラスに分け、別々の教室を使って習熟度別学習を行う。

② Ｂクラスは基本のクラスとし、基本的に１０人以内とする。

③ 毎時間レディネステストを行い、児童の実態把握を行う。

④ 児童の上り下がり等によって、クラス替えを行い、意欲を持続させる。

⑤ 個別チェックリストを作り、学習指導に生かす。

⑥ 自己評価をさせ、学習に意欲と達成感をもたせる。

( ) 児童の反応3
① 丁寧に教えてくれるということで、特に基本クラスでは児童の反応はよい。

② わかりやすい、発表の機会が多くなったと児童は喜んでいる。

③ 少しずつ基礎力がついてきた。
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７ 単元の基礎的・基本的内容（略）

８ 児童について

( ) 児童の様子1
・全体的に明るく素直な児童が多い。

・授業中においても友達同士教え合い、協力し合う姿が見られるようになった。

・算数の授業では問題解決的な学習の流れが身につきつつあり、進んで学習に取り組むことが

できる。

・算数科においては、学力の差がはっきりしており、個人指導を要する子が６～７名いる。

・授業中、自分の意見を積極的に発表する児童は３～４人で、自分の考えをもってはいるが発

表のしかたに戸惑いを感じたり、人前に出るのを恥ずかしがったりする児童が多い。

( ) 児童の実態（ 表による分析略）2 SP

( ) 準備テストの分析と考察3

ね ら い 問 題 正 答 率 誤 答 例 考 察 治 療 後

○小数を具体 ・走りはばとびで ｍ ｃｍとび ① ％ ① ・ｍとｃｍ ① ％2 83 60.0 283 78.4
面でとらえる ました。 ・ の単位換算3
こと ができ これをｍで表すと(①)となりま が不十分

る。 す。

○小数を相対 ・ 、 が(②)こ集まっ ② ％ ② ② ％1.56 0.01 71.4 1560 94.6
6 56的に見ること た数です。 ・ ・

1.56ができる。 ・これは、別の見方をすると

は、 が (③)こと、 ③ ％ ③ ・見方を変 ③ ％0.1 0.01 40.0 56 64.9
が こ集まった数ともいえま ・ ・ えた時、小6 5 1.5
す。 数を相対的

にみことが

○（小数）× ・ のオレンジジュースを パ 不十分にな0.2 6ç

（整数）の意 ック買いました。オレンジジュー る。

味を理解する スは全部で何 ありますか。ç

こと ができ 式を書きましょう （ ④ ） ④ ％ ④ ＋ ④ ％。 82.9 0.2 6 91.9
0.1 2 6る。 ・ をもとにして計算のしか ・ ×ç

たを考えましょ う。

は、 が( ⑤ )こ ⑤ ％ ⑤ ⑤ ％0.2 0.1 91.4 20 86.5ç

× は、 が( ⑥ )こ ⑥ ％ ⑥ ・小数の単 ⑥ ％0.2 6 0.1 51.4 0.2 70.3
だから答えは（ ） ・ 位もとにす0.16

・ ると整数倍72
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○ (小数 )× ⑦ ⑧ ⑨ ⑦ ％ ⑦ できること ⑦ ％85.7 13.6 97.3
（小数）の筆 １８ ２３ ０３ ⑧ ％ ・ の意味理解. . . 74.3 6.8
算ができる。 × ７ × ４ ５ × ２ ⑨ ⑧ が不十分。 ⑧ ％94.3% 105.5 78.4
・⑧→乗数が ⑨ 。 ⑨ ％1.2 97.3
２位数 ⑩ ⑩ ⑩ ・ ⑩ ％54.3% 71 24 86.5
・⑨→積が純 １３．５

小数 × ６

・⑩→積の末

位の０の処理

○被乗数が小 ⑪ 入りのジュースを４本買 ⑪ ％ ⑪ ＋ ⑪ ％2.3 68.6 2.3 4 91.9ç

6.3数 いました。 ・

。・乗数が整数 ジュースは全部で何 ありますかç

（ ） （ ）である場合の 式 答え

問題の立式や

計算、求答が ・１２ｍの赤いリボンを３人で.
できる。 分します。

○（小数）÷ １人分は何ｍになりますか。

（小 数）の ・式を書きましょう （ ⑫ ⑫ ％ ⑫ × ⑫ ％。 80.0 1.2 3 89.2
意味を解する ・計算のしかたを考えましょう ・ ÷1.2
こと ができ

る。 は が（ ⑬ ）こ ⑬ ％ ⑬ ・ ⑬ ％1.2 0.1 80.0 4 2 89.2
÷ は、 が1.2 3 0.1
（ ⑭ ）÷ こ ⑭ ％ ⑭ ・小数の単 ⑭ ％3 48.6 0.4 70.3

答え（ ） ・ 位をもとに1.2
○ (小数 )÷ ⑮ ⑯ ⑮ ％ ⑮無答 すると整数 ⑮ ％91.4 91.9
（整数）の筆 ７）８４ ８）６４ ⑤ ％ ⑯ 倍できるこ ⑯ ％. . 88.6 8 89.2
算ができる。 ⑰ ⑱ ⑰ ％ ⑰ との意味理 ⑰ ％77.1 9 81.1
・⑯→商が純 ６）８１ ６）９ ⑱ ％ ・ 解 が 不 十. 77.1 1.3
小数 ⑱ 分。 ⑱ ％15 91.9
・⑰→わりす ・ あまり1
すみ ・小数÷整3
・⑱→わりす 数や整数÷

すみ 整数の筆算

(整数)÷(整 でわりすす

数)で商が小 みをする場

数 ⑲ のジュースを 人で等 ⑲ ⑲ × 合、途中で ⑲ ％16.5 3 82.9% 16.5 3 91.9ç

○被除数が小 分すると、一人 分は何･になりま 計算を終わ

数 すか。 っ て い た

・除数が整数 式 答え り、商のた（ ） （ ）
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である場合の つ位置や商

問題の立式や ⑳ １２ ⑳ ％ ⑳ の数を間違 ⑳ ％. 2.9 48.1 35.1
計算、求答が ×３８ ・ えてしまう. 46.1
できる。 ・ 子もいる。40.1
○未 習事項

小数 × 小（ ） （

数）

( ) 準備テスト・類似テスト （略）4

（略）９ 指導計画

10－１ 本時の展開（５年３組・教室）

( ) 本時のねらい1
① 指導のねらい

・長方形の辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解する。

② 個に応じたねらい

Ａタイプ・・・自力でｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意味を理解す

ることができる。

Ｂタイプ・・・ヒントカード等を用い、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用さ

れる意味を理解することができる。

Ｃタイプ・・・教師の支援などにより、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用さ

れる意味を理解することができる。

( ) 準 備2
ヒントカード、ネームプレート、面積図など

( ) 展 開3
過 ◆指導上の留意点

学 習 活 動 ◇個人差に応じた指導 評 価

程 （予想される反応） Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ

１．本時の学習問題を把握する。 ◆一斉に音読することで問題

の明確化・共有化を図る。

たて２３ 横３６ の長方形の面積を求めよう。. cm . cm

つ ・問題文を読み 題意をとらえる ◆問題文にアンダーラインを、 。

か ・予想する。 引き、題意を正しくとらえ

む 〈方法〉 させる。
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かけ算・公式・□を数える ◆問題を解決するための方法 ・既習事項をもと

ｍｍの単位にして考える や答えを見通すことで、解 に解決の見通しを10
分 〈答え〉 決への関心を高める。 たてようとしてい

６ より大きい る。cm2

８ より大きいcm2

２．学習課題をとらえる。

長方形の辺の長さが小数のときの

面積の求め方を考えよう。

見 ３．自力解決をする。 ◇自分の考えがもてない子や ・面積の求め方を

つ 図や既習事項をもとにして、 ひとつの方法で解決した子 進んで考えようと

け 面積の求め方を考える。 へは、個別に助言したり、 する。

る ①□を数える ヒントカードを与えたりす ・ひとつの方法だ

②かけ算－公式を用いる る。 けではなく、他の15
分 ③ｍｍの単位にして考える 方法でも解決しよ

うとしている。

４．解決の方法、考え方を出し合 ◆どのような方法で解決した ・自分の考えと比

出 う。 か方法とそのわけを発表さ 較したり質問がで

し ☆似ているところは？ せる。 きるように、しっ

合 ・答えが同じ ◆自分の考えと比べながら友 かり説明を聞くこ

う ☆ちがうところは？ 達の発表を聞かせる。 とができる。

・ｃｍの単位にして考える ◆ｃｍ単位で求めても、ｍｍ

ｍｍの単位にして考える 単位で求めても結果は同じ10
分 になることをおさえる。

５．学習のまとめをする。 ◆学習課題を確認する。

☆ｍｍを単位として解いた方 ◇ｍｍを単位として解いた方

法についてみんなで考える。 法の確認をする 。 ・わかったことを。

ま 自分の言葉でまと長方形の辺の長さが小数のときでも、公式をつかって

。と めることができる面積をもとめることができます。

め

る ６．練習問題をする。 ◇机間指導を通して、自力解 ・練習問題に進ん

決がむずかしい子へは助言 で取り組むことが10
分 をする。 できる。

◆一斉に解答し、小数点をう

つ位置や公式が適用できる

ことを再度確認する。

７．次時予告
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( ) 評 価4
① 指導のねらいの評価

・長方形の辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解することが

できたか。

② 個に応じたねらい

Ａタイプ・・・自力でｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意味を理解す

ることができたか。

Ｂタイプ・・・ヒントカード等を用い、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用さ

れる意味を理解することができたか。

Ｃタイプ・・・教師の支援などにより、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用さ

れる意味を理解することができたか。

( ) 板書計画5

問 題 チャレンジ

（ ）自力解決

予 想 〈方法〉 〈答え〉

・ ・ まとめ

・ ・

学習課題

練習問題

( ) 観点別評価座席表6
単元名 小数のかけ算とわり算を考えよう・２ 指導計画（６ ２０時間）/
評価 ・長方形の辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解する。

規準 〔知識・理解〕

Ａ 自力でｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意味を理解すること

評価 ができたか。

Ｂ ヒントカード等を用い、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意

基準 味を理解することができたか。

Ｃ 教師の支援などにより、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意

味を理解することができたか。

教 卓

あ い う え お か き く

ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ. . . . . . . . . . . . . . . .

～ 略 ～
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(男子４人 女子３人 計７人)10－２ 本時の展開（基本クラス）

( ) 本時のねらい1
① 指導のねらい

・長方形の辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解する。

② 個に応じたねらい

Ｃタイプ・・・教師の支援などにより、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意味

を理解することができる。

( ) 準 備2
ヒントカード、ネームプレート、ワークシート、面積図など

( ) 展 開3
過 ◆指導上の留意点

学 習 活 動 ◇個人差に応じた指導 評 価

程 （予想される反応） 少人数７名

１．本時の学習問題を把握する。 ◆一斉に音読することで問題

つ の明確化・共有化を図る。

． ． 。か たて１ ４ 横２ ３ の長方形の面積を求めようcm cm
む

・問題文を読み 題意をとらえる ◆問題文にアンダーラインを、 。

・どんな式になるか考える。 引き、題意を正しくとらえ ・既習事項をもと10
分 式 １４×２３ させる。 に解決の見通しを. .
式 ２３×１４ たてようとしてい. .

・立式後，全員で確認する。 る。

２．自力解決をする。 ◇筆算の計算が正しくできて ・進んで計算をし

見 ・１４×２３の計算をする。 いるか確認する。 ているか。. .
つ ・発表し、確認する。

け

る ３．㎜の単位で考える。 ◆単位換算のしかたを図や式

・どんな式になるか考える。 と照らし合わせ、教え導き

１４×２３ ながら理解させる。20
分 ・立式後，確認する。

・計算する。 ◆小数点の移動のしかたに着

・単位換算の仕方をみんなで考え 目させる。

る。

ま ４．㎜の単位にして，考えた方法 ◆ｃｍ単位で求めても、ｍｍ

と でも，結果は同じになることが 単位で求めても結果は同じ

め わかる。 になることをおさえる。



- 11 -

る

長方形の辺の長さが小数のときでも、公式をつかって

面積をもとめることができます。ま

と

め ５．練習問題をする。 ◆学習課題を確認する。 ・練習問題に進ん

る ２３×３４ ◇机間指導を通して、自力解 で取り組むことが. .
決がむずかしい子へは助言 できる。

をする。15
分 ◆一斉に解答し、小数点をう ・計算後、小数点

つ位置や公式が適用できる を正しくうつこと

ことを再度確認する。 ができたか。

６．次時予告

( ) 評 価4
① 指導のねらいの評価

・長方形の辺の長さが小数の場合も面積公式が適用できることを理解することができたか。

② 個に応じたねらい

Ｃタイプ・・・教師の支援などにより、ｍｍの単位をもとにして、公式が適用される意味

を理解することができたか。

( ) 座席表5

教 卓

あ い う え

お か き


